　　　　　　　年間指導計画と題材の配列一覧表　　　　　　　

【2年】

	指導時期
	主題名
	副主題名
	指導内容
	指導の観点

	4月
交通安全
	1　通学ろでの　交通あんぜん
	1　通学ろを　歩こう
	通学路を歩くときの注意
	信号や交通ルールに則った，安全行動を習慣化させる。

	
	
	2　車は　きゅうに　止まれない
	横断歩道の安全な渡り方の確認
	安全の確認を徹底させる。

	
	
	3　うんてん手さんは，見えない　ところが　いっぱい!
	自動車の死角と内輪差の危険
	運転手に死角があることを知り，危険を回避できるようにさせる。


	
	
	4　ふみきりの　わたり方
	踏切の安全な渡り方
	踏切の標識や安全施設と踏切の安全な渡り方を身につけさせる。

	5月
生活安全
	2　気を　つけて，帰り道
	1　より道
	寄り道の危険
	寄り道をしないで下校する習慣を身につけさせる。

	
	
	2　ぼうはんブザーを　つけよう
	防犯ブザーの正しいつけ方とこども110番の家の確認
	危険から身を守るための防犯ブザーの正しい使い方，こども110番の家を確認させる。

	
	
	3　こんな　とき　どうする?
	誘拐，連れ去りの危険
	誘拐や連れ去りから身を守るために注意するべきことを理解させる。

	
	
	4　いざと　いう　ときに
	「いかのおすし」の確認
	この言葉の持つ意味をしっかりと理解させる。

	6月
災害安全
	3　学校生活での　ぼうさい，あんぜん
	1　教室の　中で　地しんが　おきたら
	教室で地震にあったときの行動の仕方
	地震から身を守る方法を確認させる。

	
	
	2　教室の　外で　地しんが　おきたら
	廊下，屋上，階段，図書室で地震にあったときの行動の仕方
	場所ごとに異なる身の守り方を理解させる。

	
	
	3　ひなんする　ときの　やくそく
	「おかしも」と避難の仕方の確認
	身を守るために必要な行動を確認させる。

	
	
	4　知らない　人が　いたら
	学校内で不審者に出遭ったときの行動
	先生に知らせるなどの基本的な行動を確認させる。

	
	
	5　生活科見学・遠足
	校外での見学や遠足での注意事項の確認
	校外学習のときに注意することと，その理由を理解させる。

	7月
生活安全
	4　水の　じこ，ねっ中しょう
	1　プールでの　やくそく
	体調管理やきまりの順守
	水泳は体力が必要なことから，より気をつける必要があることを知らせる。

	
	
	2　川や　池での　じこを　ふせごう
	水辺での危険の確認
	水辺の危険や注意の呼びかけに気づかせ，それを守る態度を育てる。

	
	
	3　出かける　ときは　虫や　どうぶつに　気を　つけよう
	外出時の注意事項の確認
	危険な動植物に対する注意の必要性，安全のための服装や持ち物について確認させる。

	
	
	4　ねっ中しょうに　ちゅういしよう
	熱中症の理解
	危険性を知り，それを防ぐ方法を理解させる。

	9月
災害安全
	5　風水がい
	1　強い　風　たくさんの　雨
	強風，大雨のときの安全の確認
	強風や大雨のときに注意することを確認させる。

	
	
	2　台風の　ひがい
	台風のときの安全の確認
	台風のときに注意することを確認させる。

	10月

生活安全
	6　あそぶ　ときの　きけん
	1　校ていの　ゆうぐ
	校庭での危険な遊びの確認

	どのような行為が，自分やその他の人に危険を及ぼすか理解させる。

	
	
	2　校ていでは　どんな　ことに　気を　つける?
	校庭にある遊具で遊ぶときの危険の確認
	遊具ごとに異なる危険があることを確認させる。

	
	
	3　公園の　ゆうぐ
	公園での危険な遊びの確認
	どのような行為が，自分やその他の人に危険を及ぼすか理解させる。

	
	
	4　公園では　どんな　ことに　気を　つける?
	公園にある遊具で遊ぶときの危険の確認
	遊具ごとに異なる危険があることを確認させる。

	11月
交通安全
	7　のりものの　あんぜん
	1　自てん車の　あんぜん点けん
	自転車の点検の仕方の確認
	自転車に乗る前の安全点検を確認させる。

	
	
	2　自てん車の　あんぜんな　のり方
	自転車に乗るときの安全の確認
	自転車に乗るときの安全な服装などについて確認させる。

	
	
	3　自てん車に　のるときの　やくそく
	自転車の安全な利用方法
	自転車の安全な乗り方，危険な乗り方について理解させる。

	
	
	4　電車や　バス，車に　のる　とき
	公共の乗り物での注意
	マナーやルール，安全な乗り方について理解させる。

	12月
生活安全
	8　家てい生活の　あんぜん，冬の　じこ
	1　やけどの　きけん
	やけどを未然に防ぐための注意の確認
	石油ストーブなどの安全な取り扱い方を確認させ，低温やけどについて理解させる。

	
	
	2　かん気を　しよう
	換気の必要性の理解
	汚れた空気の危険を理解させ，換気の必要性を確認させる。

	
	
	3　家での　すごし方
	家の中にある危険の確認
	火や刃物の危険について考えさせる。

	
	
	4　火じの　きけん
	火災が発生したときの行動の確認
	消火の際の注意，煙の中の避難の方法について確認させる。

	
	
	5　雪道の　歩き方
	雪道の危険と安全な歩き方の確認
	積雪時特有の危険を知り，安全な歩き方を身につけさせる。

	
	
	6　冬休みに　気を　つける　こと
	冬季に特有な危険の確認
	気候や日照時間に由来する冬の危険について考えさせる。

	１月

生活安全
	9　一人で　いる　ときの　あんぜん
	1　エレベーターに　のる　とき
	エレベーターに乗るときの注意事項の確認
	エレベーターを安全に利用する方法について考えさせる。

	
	
	2　家の　ドアを　あける　とき
	帰宅時に玄関を開ける瞬間の危険
	玄関を開けるときの危険を知り，子どもだけだと気づかれない工夫について考えさせる。

	
	
	3　家に　いる　とき
	家で留守番をしているときの注意点
	知らない人の訪問や電話への対応を確認させ，不用意な行動をとらないように徹底させる。

	2～3月
災害安全
	10　地しんの　ひがい
	1　地しんが　おきたら
	地震発生時の危険と身を守る方法の確認
	地震発生時に危険から身を守る方法を確認させる。

	
	
	2　家の　中は　あんぜんですか?
	タンスや食器など危険なものとなる家財の確認
	地震発生時にタンスが倒れてきたり，救急箱や食器が落ちてきたりする危険について考えさせる。

	
	
	3　地しんに　そなえる
	地震被害の拡大を防ぐ工夫
	家財が凶器とならないための工夫を考えさせる。また，非常持ち出し品を確認させる。

	
	学んだ　ことを　ふりかえろう
	1年間の振り返り
	チェックポイントは重要な点なので，できなかったところを知り該当箇所を振り返らせる。


